
 　　　　　

←　図書館

←　市民活動スペース

←　住居

道沿いにたつ図書館

こども

学生

お年寄り

大人
 本館

道沿いに図書館を５つに点在させる 自分の用途に合わせて人々が行き交う

 誰もが利用したことがある図書館を道に点在させ渡り歩いてもらう

そこに、市民活動スペースを足して滞在時間をながくする

 　　　　　

空室でむだになってしまう空間を市民に開放する

それで、スラム化を防ぎ地域安全を高める

□　ダイアグラム
１、図書館の分散

２、集合住宅の選択

道沿いにある集合住宅をいろづけ その中から６階以上で隣接してる建物がないか、

２棟続いている集合住宅をピックアップ

３、コミュニティーをつくる

みんな

こども
お年寄り

大人
学生

年齢層で分ける その中でコミュニティーが生まれる

年齢層に分けそれにあった施設を置くことで

その中でコミュニティーを活性化させる

４、道の改善

普通の道

ただ通りすぎる道に外部ファニチャーを置くことで人のたまりができる

通り過ぎる道をコミュニティの場にする

外部ファニチャーを置く

松戸に広がる田園風景

道のパターン

松戸の台地のへり 田んぼを縫うような縁のみち

浸透するみち

出廣亜香音
建築設計計画研究室

コンセプト プログラム デザイン
図書館とそれに付随したコミュニティ
施設と歩行者優先のみちによって、
街のコミュニティの活性化を提案する。

敷地は千葉県松戸市の駅から５分ほどで着く
道である。 そこにある、 図書館と集合住宅に
着目した。 図書館は道に点在させ街と道に
馴染ませ利用しやすくし、 集合住宅は１ ・２階
をりのーベンションをし１階は図書館２階は、
市民活動スペースとし市民に開放する。

道は利用する年齢に合わせて
雰囲気をかえ、 歩いていて変化を
感じられるようにした。 また、 本館
は昔あった町屋の要素をいれ、
市民全体の家というイメージ



視聴覚室

アトリエ

スタディコーナー

ワークシ
ョッ

プ

アート・視聴覚
アートと視聴覚だけに特化してる
アートはアーティストの様子も
うかがえる

学生
自分たちだけで使える
ちょっとした寄り道だったり
家に帰りたくない日など
気軽につかえる

寝転ぶ芝生

道に急にあらわれる、寝転ぶスポット
寝転びながら本を読んだり、空をみたり

遊ぶ芝生と見守り
談笑しながら見守れる
また、車道との境界線になっているため
危なくなく、のびのびあそべる

こども食
堂

・
学

童

保
育

園

こども 
保育園や子ども食堂や親子カフェ
などこどもと親が過ごしやすいしせつ
ここに行けば誰かしらに会え、
相談事ができる

親
子

カフェ

芝生広場

［３］

芝生デッキ広場
子どもたちが遊びのを見守れる
外でくつろぎながらコーヒーブレイク
デッキでステージ

なみなみベンチ
道に沿って並ぶ椅子。上の様子を
見たり、はなしたり、ねたりする

えんがわベンチ

屋根があり夏場も快適に長時間
おしゃべりしたり、将棋をさしたり

お年寄り
小上がり畳がありほっとする
健康相談やボードゲームな
ど多種多様に利用できる

おとな
仕事帰りに寄りやすい様
に駅ちか。仕事をしたり、
会議に使ってみたり

コミュニティサロン

ワークスペース ミーティングルーム

［１］

□　道のゾーン分け

［１］　おちつく ［２］　まじわる ［３］　あそぶ

□　松戸市立図書館の建て替え

カフェ

インフォメーションセンター

閉架書庫

開化書架




